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午前９時30分 開会 

 

○委員長（秋元美智子君） 

皆さんおはようございます。 

先週かな、とても暖かい日があって、急

にまた寒くなって、今日どうかなと思ったら

川尻上がる道路が３℃、高山が２℃。それを

見て寒いなと思いました。 

家にいるときはそれほど思ってなかったん

ですけど、その温度計を見て何かまたぶり返

してきたなと改めて思いましたけども、お互

い気をつけて花粉の時期でもありますので、

お互い体に気をつけて前に進んでいきたいと

思いますが、よろしくお願いいたします。 

では座らせていただきます。 

ただいまの出席委員は５名であります。 

定足数に達しておりますので、第９回ス

マートシティ特別委員会を開会いたします。 

委員会の開会に当たりまして、町長より

一言お願いいたします。 

上浦町長。 

○町長（上浦 登君） 

はい、皆様おはようございます。 

本日はお忙しい中御参集をいただきまし

て誠にありがとうございます。 

本町のスマートシティ事業でございますが、

これまで議会の皆様の御協力もいただきまし

て、今年度まで３年にわたってのＫＰＩの取

組を進めさせていただきました。 

本日はそれを受けまして、次第のとおり

でございますが、スマートシティ事業の実績

と今後の取組につきまして協議させていただ

くことになってございますので、何とぞよろ

しくお願い申し上げます。 

簡単ではございますが、開会に当たりま

しての御挨拶とさせていただきます。 

よろしくお願いいたします。 

○委員長（秋元美智子君） 

ありがとうございます。 

皆様のほうに資料、開いてますかしら。 

はい。これ前回委員会に当たりまして、

副委員長と私のほうで、スマートシティその

ものが何だったのかっていうのがこの委員会

の始まりだったことと、また３年間のＫＰＩ、

そういった流れを一つにまとめていただきた

いということで、行政の方にお願いしたとこ

ろです。 

大変な作業だったと思いますけど、あり

がとうございます。 

ではこの資料をもとに、まず皆様のほう

から意見なり疑問なり質問がありましたらお

受けしたいと思いますので。今日見る方々が

大半だと思いますので、ゆっくり時間をかけ

ていただきたいと思いますが、手を挙げてら

っしゃいますので、説明を先にお願いいたし

ます。 

はい、山内課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

おはようございます。総合政策課、山内

です。よろしくお願いいたします。 

それでは、令和４年度から実施しており

ますスマートシティ事業の実績につきまして、

御説明させていただきます。 

SideBooks内の豊能町議会、スマートシテ

ィ特別委員会のＲ７、３月17日フォルダ内の

スマシ事業一覧、Ｒ４からＲ６の資料を御覧

ください。 

○委員長（秋元美智子君） 

どうぞ、座って説明を願いします。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

それでは座って説明させていただきます。 

令和４年度から実施しておりますスマー

トシティ事業の実績一覧となっております。 

左から事業区分と主な内容、あとＲ４年

の実績、Ｒ５年の実績、Ｒ６年は実績中とい

うことで契約の委託料の金額を表示させてい

ただいております。 

続いて概要というところ、ＫＰＩの内容
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を示させていただいております。 

ＫＰＩに対してのＲ４の実績、Ｒ５の実

績、Ｒ６は計画値として表示させていただい

ておりまして、最後に一番右の欄、列には今

後の予定を記載させていただいております。 

委託料、令和４年度の実績の合計額とし

ましては、表の一番下のところの黄色いとこ

ろでセルを色分けしております。合計のとこ

ろに表示をさせていただいております。 

Ｒ４の実績としまして３億9,036万2,000

円。Ｒ５の実績としまして1,647万円。Ｒ６

は年度途中でございますけれども今のところ

1,224万8,000円となりましてそれぞれの年度

の事業費を表示させていただいております。 

続いて概要に対する、Ｒ４、令和４年度

実績、令和５年度実績、令和６年度計画値の

御説明をさせていただきます。 

表の中ほどの概要の欄を御覧ください。 

データ連携基盤の概要としましては、と

よのんコンシェルジュのダウンロード数とい

うことで、令和４年度実績が2,800件、令和

５年度実績が3,878件、令和６年計画値とし

まして8,000件となっております。 

続きまして見守り事業につきましては、

見守りタグ配布済台数としまして、令和４年

度実績１台、令和５年度実績73台、令和６年

度計画値250台となっております。 

受信機数につきましては、令和４年度25

台、令和５年度78台、令和６年度計画値とし

まして80台となっております。 

次にヘルスケア事業につきましては、テ

レビプッシュ端末配布済台数、令和４年度

131台、令和５年度実績131台、令和６年度計

画値で131台と同数となっております。 

ウエアラブル端末配布済台数につきまし

ては、令和４年度実績191台、令和５年度実

績253台、令和６年度計画値300台となってお

ります。 

１日の平均歩数の増加としまして、令和

４年実績が1,000歩以上増加、令和５年の実

績が1,500歩以上増加、令和６年度計画値と

しまして2,000歩以上増加となっております。 

通いの場のチェックイン数の増加としま

して、令和４年度実績が205回、令和５年度

実績が375回、令和６年度計画値が3,000回と

なっております。 

続いて子育て事業の概要としまして、Ｉ

Ｔ就労支援サービス平均利用者数、こちらの

事業ができておりませんで、令和４年度実績、

令和５年度実績、令和６年度計画値はバーと

表示させていただいております。 

デジタル事業につきましては、スマホ教

室平均利用者数としまして、令和４年度実績

が105人、令和５年度実績が300人、令和６年

計画値が140人となっております。 

ＰＴＡ回覧版サービス平均利用者数とし

まして、令和４年度実績、令和５年度実績、

令和６年の計画値もこちら事業できておりま

せんのでバーの表示でさせていただいており

ます。 

続いて地域経済としまして、とよのんウ

ォレット月単位の平均利用者数、令和４年度

実績が215人となっており、令和５年度実績、

令和６年度計画値は、事業できておりません

のでバーの表示をさせていただいております。 

インフラ事業につきましては、公園の利

用者数の平均利用者数になります。令和４年

の実績が数値とれておりませんのでバーの表

示になっておりまして、あとここ令和５年度

実績1,373人と表示しておるんですけれども、

修正をお願いしたいんですが、458人が正し

い数字になります。1,373人の数字を458で修

正をお願いいたします。 

令和６年度計画値としまして600人となっ

ております。 

デジタル行政としまして、職員のデータ

入力作業時間効率化ということで、令和４年

度実績がバーとなっておりまして、令和５年
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の実績が20％、令和６年度計画値が30％とな

っております。 

モビリティ事業としまして、アプリのダ

ウンロード数としまして、令和４年度実績

2,000回、令和５年度実績1,089回、令和６年

度計画値が300回となっております。 

日単位の平均利用者数としまして、令和

４年度実績が115人、令和５年度実績が26人、

令和６年度計画値が40人となっております。 

最後に今後の予定としまして、一番表の

一番右の欄、列を御覧ください。 

今年度、令和６年度に事業を行っており

ます見守り事業、ヘルスケア事業とモビリテ

ィ事業につきまして、今後の予定としまして、

それぞれ記載させていただいております。 

見守り事業の見守りタグの配布につきま

しては、令和７年度当初予算に88万円を提出

させていただいておりまして、引き続き見守

り事業を行っていく予定をしております。 

ヘルスケア事業につきましては、テレビ

プッシュにつきましてはアンケート調査を行

い、アンケート調査の結果を踏まえ、事業の

継続、新たな事業展開の判断を行ってまいり

たいと考えております。 

モビリティ事業のＡＩオンデマンドバス

につきましては、３月末まで行っております

実証運行の結果を踏まえ、夏頃までに今後の

方向性、事業内容などの判断を行ってまいり

たいと考えております。 

以上が令和４年度から実施しております

スマートシティ事業の実績報告と今後の事業

の予定の御説明となります。 

よろしくお願いいたします。 

○委員長（秋元美智子君） 

ありがとうございます。 

今、説明いただいて、何か疑問。 

はい、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

おはようございます。管野です。 

最初に、とよのんコンシェルジュのダウ

ンロード数、令和６年度8,000件とあります

が、これはお金をかけなくても令和４年度に

設置したから、いつでも使えるということで

すね。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、山内課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

はい。総合政策課、山内です。 

管野委員おっしゃるとおり、とよのんコ

ンシェルジュは、今も使えるようになってお

ります。ただ事業のデータ連携をしておりま

せんので、使えるところが限られているんで

すけれども、もし、とよのんコンシェルジュ

を使って何かするとなると新たな費用として

データ連携の費用が発生してくるということ

にはなるんですけれども、今あるままであれ

ば費用発生しないということで確認とれてお

ります。以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

例えばコープやカナートさんのお買物は

そのまま行けるし、豊能町のホームページを

見るのにスマホで見るのに、ツープッシュで

見れるわけですよね、一々検索画面で豊能町

と書かなくても。これから先もずっと今これ、

令和６年度お金入れてませんけど、これから

先もずっと置いとけるっていう形なんですか。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、山内課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

はい。総合政策課、山内です。 

今のところ、とよのんコンシェルジュは

７年度４月１日からやめるとかっていうこと

はないので、今は今と同じ状態をしばらくは

続くことになると思います。 

以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 
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はい、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

このスマシ事業をやめるとなったときに

はもうこれは使えないっていうことですか。 

町の姿勢を問いたいんです。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、山内課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

はい。総合政策課、山内です。 

今のところ、とよのんコンシェルジュを

使って何か事業するというところは具体的に

は考えてないんですけれども、今後何かして

いくときにこのとよのんコンシェルジュのア

プリ使って何か事業展開するとなると、これ

を利用するのかなと思っておるんですが、た

だ具体的にこれからどうするっていうところ

ちょっと決まっていない状態です。 

以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

次の質問ですけれど、ヘルスケアで配布

と書いてありますけれど、配布するのが目的

なんでしょうか。私は使うのが目的だと思う

んですけど。いろんなおうちへ訪ねていって

もテレビプッシュの電源抜いてはる人もよう

さんいてはるんですけど。 

これは、配布することだけの実績なんで

しょうか。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、山内課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

はい。総合政策課、山内です。 

今回表に示させていただいておりますの

はちょっと、どういう状況でテレビプッシュ

設置されているのかということで台数表示し

たほうがわかりやすいかなというところもあ

って、131台という表示をさせていただきま

したが、今後の利用としましてはアンケート

調査を行って、費用が必要なのかどうかって

いうところとか費用負担を町でするのか、個

人の利用者にしてもらうのかとか、あと町政

運営方針か何かのときにも難聴の方とかにも

使っていくというようなお話もさせていただ

きましたので、そういった事業も考えながら

どうしていくかというのを今後考えていきた

いと思います。 

以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

町として配布したらいいっていう、こう

いう実績値ですよね。 

テレビプッシュの電源を抜いてる人が何

人とか、ウエアラブルをもう、どっか行って

しまったっていう人もたくさんいるんですけ

ど、ただ配布するのが目的ですか。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、山内課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

はい。総合政策課、山内です。 

この今後の展開のところにもちょっと書

かせていただいておるんですけれども、利用

者のアンケート調査をとらせていただいて実

際にどんなところで使っているのかとか、ど

んなことがあったら便利とかっていうような

ところもちょっとアンケートをとって、その

利用者の方がもう必要ないということであれ

ば、今のところはテレビプッシュを今後どう

していくのかなっていうところにはなるのか

なと思うんですけれども。今のところ131台

配布させていただいた方の利用状況とか、そ

ういったところをこういったところ便利だっ

たとか、こういったところちょっと不具合が

あったとかっていうところもちょっと踏まえ

て今後の展開を考えていきたいと思います。 

以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 
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はい、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

スマートシティ事業っていうのを配布す

るのが目的じゃなくって、この機器を使って、

例えば健康増進を図るとか、そういうのが目

的だったと思うんですけれど、何かこれを見

てると配布したら終わりみたいな、それで実

績、配布が実績。 

使って実績だという考えではないんです

か。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、山内課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

総合政策課、山内です。 

今、昨年度までちょっとアンケートをと

らせていただいた中には、日常的に利用され

てますかとかっていうアンケート内容にもあ

りまして、カレンダーであるとかごみの収集

であるとかそういったお知らせどうでしたか

というような内容も網羅してますので、そう

いったところで実際に設置した方に対して、

どういう利用状況をしているのかっていうと

ころを確認しましてそれを広げていくのか、

もう費用がかかるのであれば、費用対効果も

考えてどうしていくのかっていうのを考えな

いといけないと思いますし、今後防災の関係

とかでも、横浜市とかでも展開されているよ

うなこともありますので、そういったことも

参考に、テレビプッシュの需要を考えていき

たいと思っております。 

以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

あんまり理解できないんで。 

子育てのことなんですけども、実績がな

い中でも、このスマホの中で、子育て、お試

しの２講座か何かできるんですよね。 

なぜ、予算化はされていませんけれども、

計画値もなかったんでしょうか。 

○委員長（秋元美智子君） 

これ使えましたよね、そのまま。 

ちょっとそういう認識だったんですけど

も。 

はい、山内課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

はい。総合政策課、山内です。 

東ときわ台のリビングラボのところにパ

ソコンが置いてあって、それを使って研修と

いうか学習ができるというふうには聞いてお

ります。 

それがちょっと、４年度、５年度どうさ

れたのかちょっと承知してないところあるん

ですけれども、６年度についてはちょっと、

何も事業ができてない、お知らせもできてな

いし何も事業ができていないというような現

状となっております。 

以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

今、とよのんコンシェルジュ見てるんで

すけれど、スクール実行っていうそこ押した

ら２か月間無償でできるっていうことで、ア

ドレス登録をしてっていうことで、自宅でも

できるわけですよね。 

それで計画値がゼロっていうかあまり期

待できないのかなと思うんですけど。 

実績がゼロやから計画もゼロにしておい

たということですか。 

○委員長（秋元美智子君） 

まずこの部分は継続していくんだろうか

ずっと。 

スマホからは、コンシェルジュからは入

れる、私はちょっと確認してませんけども。 

はい、山内課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

総合政策課、山内です。 
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コンシェルジュで今後ちょっと使えるの

かっていうとこはちょっと業者に確認させて

いただいて、７年４月からもう使えないのか、

コンシェルジュがある間使えるのかというと

こちょっと確認したいなと思います。 

ここの国に対してのＫＰＩなんですけれ

ども、一応令和４年度が10件、令和５年度が

15件、令和６年度が20件、利用があるという

ような形でＫＰＩは国には報告している数値

となっております。 

以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

いいですか。 

ほか。ほかの方いらっしゃいますか。 

はい、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

一番下の段のモビリティなんですけれど、

アプリのダウンロード数が300というのは１

回目、２回目、３回目、トータルじゃなくて、

今年度たった１か月の間に300の新規ダウン

ロード者ということですか。 

○委員長（秋元美智子君） 

山内課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

はい。総合政策課、山内です。 

こちらのアプリのダウンロード、ＳＷＡ

Ｔのアプリになります。 

こちらのほうは令和５年度、令和６年度、

実証運転させていただいておりますけれども、

今５年度までにアプリダウンロードした方に

はそのまま利用できる状態にはなってますの

で、一応年度ごとで、今年度については１か

月の間なんですけれども300人の方がダウン

ロードしていただくような形の数値となって

おります。 

以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

私も前、持ってたんで、連携できてない

けどできました。 

新規に300人、ダウンロードするっていう

形なんですか。 

○委員長（秋元美智子君） 

山内課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

はい。総合政策課、山内です。 

新規にダウンロードされた方の数値とな

っております。 

以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

ほか、いらっしゃいますか。この表の中

で、ありますか。 

このまま使えるもの、モビリティは使え

るって話でしたね。 

子育てに関してはそのまま使えるかを確

認するということで。ほかは何かこの中で、

町として、この事業があっても使えるものっ

て使えるものって変な言い方ですね。スマー

トシティ事業の何かしら、効果というのかな、

ありますか。 

私はデジタル行政とても興味ある。効果

があったと思いますんでそのシステムはその

まま使えるのかしら。立ち切れになるのかし

ら。 

そういったとこはもしわかるようでした

ら、上から順番にでもお願いいたします。 

はい、山内課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

総合政策課、山内です。 

上からいきます。 

とよのんコンシェルジュは今のところず

っと置いたままで費用なく使えるというふう

には聞いております。 

あと見守りタグも来年度、今88万予算提

出させていただいておりますので、これで事

業を続けていくことになると思います。 

テレビプッシュにつきましてもアンケー
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ト調査ちょっとまだできておらないんですけ

れどもそれをして、使っていくか継続してい

くかどうしようかどうするかというような判

定になると思います。 

ＩＴ就労支援サービスは先ほど管野委員

からお話いただいたように、７年度以降もそ

のとよのんコンシェルジュの中で使えるのか

どうかというのを確認させていただきたいと

思います。 

スマート教室の利用者数はこちらはちょ

っと費用ついていない中、業者のほうからお

声かけいただいて、Ｈｏｎｋｉさんとかかで、

今年度も事業させていただいておりますので

そういったものを利用して、町の負担ではな

く事業者の負担で何かできないかを考えてい

きたいと思います。 

あとＰＴＡの回覧はちょっと事業自体は

できていないので、これはこのままになるか

なと思います。 

とよのんウォレットにつきましてもちょ

っと費用のほうかかってきますので、今ちょ

っと７年度以降はこのままちょっと利用しな

いというか、事業展開は難しいかなと考えて

おります。 

公園の利用者数につきましても、今は、

光風台の公園の利用者数のことなんですけれ

ども、公園のイベント等をしてもらってます

のでそういったところで公園の利用者数の確

保というか、事業展開はできるのかなと考え

ております。 

あと職員のデータ入力作業時間につきま

しては、ちょっと、５年度についてはそのソ

フト等を入れて事業できておったんですけれ

ども、こちらのほう事業、２か年か３か年で

利用の権利がなくなりまして、それを更新す

るとなると費用が発生するので、今のところ

この６年度で終了になるかなと思っておりま

す。 

あとモビリティにつきましてはアプリに

なりますので、こちらもＡＩオンデマンドバ

ス実証運行の結果を踏まえて、ＡＩのオンデ

マンドをするのか違う交通形態にするのかと

いうところも含めて、検討していくようなこ

とになるかなと思っております。 

以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、ありがとうございます。 

もう一つ申し訳ない、公園ってのは何か

Ｗｉ－Ｆｉ設備か何かつくりませんでした。 

Ｗｉ－Ｆｉのあれは使えるのかな。 

はい、山内課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

  はい。総合政策課、山内です。 

光風台中央公園のカメラにつきましてち

ょっと費用がついておりませんので、今は使

えない状態でカメラは設置はされておるんで

すけれども使えてない状態となっております。 

以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

使うには費用がかかるということですね。 

あとＷｉ－Ｆｉも聞いたんだけど。 

はい、お願いします。 

吉澤課長。 

○都市計画課長（吉澤 亘君） 

都市計画課、吉澤でございます。 

Ｗｉ－Ｆｉのほうは、現状も使えるよう

な状況になってまして、イベントのときにそ

この部分を活用してやっていただいていると

ころです。 

○委員長（秋元美智子君） 

質問は、豊能町の財産として今後も使え

るかどうかのところですが。 

暫時休憩いたします。 

   （午前９時 56分 休憩） 

   （午前９時 57分 再開） 

○委員長（秋元美智子君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

はい、よろしくお願いします。 
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吉澤課長。 

○都市計画課長（吉澤 亘君） 

都市計画課、吉澤です。 

すいません。光風台２丁目中央公園のＷ

ｉ－Ｆｉの件ですが、先ほど発言しましたが

ちょっと訂正のほうをさせていただきます。 

現状通信費につきましては、設置した業

者さんが賄っておりまして、現状も今、賄っ

ていただいておりますので、利用できるよう

な状況です。 

いつそれが切れるかっていうのは、特に

こちらの方、聞いておりませんので、また確

認をさせていただきたいと思います。 

以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

すいません、今の通信費は業者がという

のはＡｎｄｅｃｏさんが負担されてるんです

か。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、吉澤課長。 

○都市計画課長（吉澤 亘君） 

都市計画課、吉澤です。 

はい、当初設置しましたＡｎｄｅｃｏさ

んのほうで費用の負担をしていただいており

ます。 

以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

ほか、質問ございますでしょうか。 

はい、議長どうぞ。 

永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

すいません、テレビプッシュとか住民に

アンケートをとらないとわからない。事業者

はどういう情報を発信してどういうのに多く

アクセスしたかっていうのは把握されてるん

ですよね。それがＫＰＩの中で出てくるとい

う認識でいいですか。 

いろんなテレビプッシュでいろんな防災

だったりいろんな情報出しますよね。 

そしたら、住民さんが利用している人は、

この情報のとき見たよとかそういうのは、双

方向の通信でわかってるという理解でいいで

すか。 

だから、今はわからないけどＫＰＩをと

る段階にはこういう情報にアクセスが多かっ

たこういう情報が少なかったとかそういうと

ころはわかるという理解でいいですか。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、山内課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

 はい。総合政策課、山内です。 

このテレビプッシュをしている事業者と

話をさせていただいたときも繋がってる繋が

ってないっていうところがわかるようなんで

すけれども、何をメニューを見に行ってるっ

ていうところまではちょっと把握ができてな

いようでして、最近まで毎日見てはったのが

急に通信が切れて見れなくなったっていうよ

うな把握はできているというのは聞いており

ます。 

以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

今の時代ね、ホームページで何を検索し

たかによってその人の趣味趣向がわかってそ

れに関する広告がどんどん来るような中で、

いっぱい情報を送ってどの情報を見ているか

すらもわからないいうのはなかなかの事業で

す。もう本当にこちらアンケートでヒアリン

グをして、どれが関心があったかそれを残し

ていくというような作業になるということで

すね。 

あと１点聞きたいのは、先ほど委員長か

らも出てましたけど今後何が使えるかってい

った場合に、今は使えるけど、全てシステム
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絡みですよね。システム絡みのものが、常に

いろんなシステムがメンテナンスがあって更

新費用があって当然ウイルス対策とかそうい

うのも、常にお金、システムかかっていきま

すよね。 

そういった中で今使えたとしても、すぐ

使えなくなる、なりますよね。そしたら残し

てる意味はないですよね。 

数年間は今の現状だったら使えるけどち

ょっとこうＯＳが変わったりとか、新たな脅

威がウイルスの新たなものが出てきたらそれ

に対応するためには変更しないといけないと

か、そういった状況になるから、別に持って

たところで全て使えないという理解になるん

じゃないかなと思うんですけど、そこはいか

がですか。 

とりあえず今作業がそのままの状態で使

えるということですよね。将来的にっていう

かもうすぐには使えないということでいいで

すか。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、山内課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

はい。総合政策課、山内です。 

議長おっしゃるように今、スマートシテ

ィ事業として令和４年度から取り組んだのは、

事業者も出来上がったもののシステムを豊能

町にっていうのではなくて、豊能町フィール

ドにこういった事業展開を今後していくのに

フィールドとして使わせてもらえませんかと

いうようなところが始まりかなと思っており

ますので、実際に市場に出るようなものにな

るとちゃんとしたシステムであったり、事業

展開というのが企業のほうでされてから、や

られるものだと思いますので、このまま使う

となると、今の２年後３年後だったり、おっ

しゃるようにソフトの入替のときとか、また

全然違うような事業展開というかもっと便利

になってたりするようなこともあるかもしれ

ませんし、費用の問題もあるかと思いますの

で、そこはこのまま事業をどうするかってい

うところでまた考えていけたらなと思ってお

ります。 

以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

いかがですか。 

はい、永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

だから事業を続けないやつはどれも使え

ないということですよね。 

○委員長（秋元美智子君） 

今のは答弁いただけるものなのかしら。 

どんなもんでしょうか。 

それとも今後の検討課題でおきましょう

か。 

はい、高木副町長。 

○副町長（高木 仁君） 

令和４年度からこのスマートシティ事業

に取り組んで３年間ＫＰＩとってくるという

ことで今まで進めてまいりました。 

今後の展開につきましては先ほど議長お

っしゃってられるようにこれシステムが我々

費用がなければ更新がなかなか難しいという

ものもございます。 

見守りであったりヘルスケアであったり、

テレビプッシュのことですけども、こういっ

たものについてはもともとその企業側で構築

されたものを我々のほうにカスタマイズして

いただいてこれまで利用させていただいてき

たというところがございます。そういう形で、

それでこれから予算を今お認めいただくかど

うかというところでこれから予算を上げてい

くといったところのものもございますので、

そういったものについてはこれから我々、何

らかの展開はさせていただきたいなというふ

うに思いますが、当然予算がないと、いずれ

消えていくっていうんですかね、今の時代に

合わないようになっていくっていうものもご
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ざいますので、そういったものについての見

極めは費用対効果というのもございますので、

しっかりさしていただいたうえで判断してい

きたいというふうに思いますが、今のところ

なかなか現状では、将来に渡ってこのまま使

い続けるというのは難しいのではないかとい

うふうに思っております。 

もう一点、先ほど議長のほうから御質問

いただきましたテレビプッシュの利用方法、

どういうことで利用されてますかということ

につきましてはちょっとこちらで改めてちょ

っと確認させていただいたうえでまた答弁さ

せていただきたいと思います。 

よろしくお願いいたします。 

○委員長（秋元美智子君） 

テレビプッシュ、今おっしゃった最後の

確認というのはどの部分。使ってるか使って

ないからって中身ですね。 

はい、お願いいたします。 

はい、高木副町長。 

○副町長（高木 仁君） 

すいません。これ令和５年度でしたかね、

テレビプッシュをやるかどうかという判断を

させていただくときに、何らかはこちらのほ

うで、こういうことでやってらっしゃるので、

今後こういう形にさせてほしいというような

お答えをさせていただいておったかというふ

うに理解しておりますので、ちょっとその確

認をさせていただきたいということでござい

ますので、すぐにお答えできるかと思います。 

よろしくお願いいたします。 

○委員長（秋元美智子君） 

ほかにございますでしょうか。 

はい、どうぞ。永谷副委員長。 

○副委員長（永谷幸弘君） 

おはようございます。永谷です。 

大した質問じゃないんですけど、先ほど

インフラ公園ですね、その中で、令和５年度

の実績がここでは1,373になっておりまして、

訂正で458に変わっている、ちょうど３分の

１になってるんですけどね。 

ただ単に移し間違えなのか。ちょっとそ

の辺のところをちょっと再度聞きたいと思い

ます。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、お願いいたします。 

山内課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

総合政策課、山内です。 

私の資料作成するときにちょっと原課と

の確認がとれてなかったところを記載させて

いただいたので、間違ったところの資料で申

し訳ございません、修正お願いいたします。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい。 

○副委員長（永谷幸弘君） 

これも確認ですけれども、先ほどモビリ

ティのですね令和６年度、これ計画値ってな

ってるんですけど何か聞いてたら実績という

形で聞いたんですけどね。 

一日40人となってこれは計画値なのか、

今始まっておりますけども実績値なのか、そ

の点について再度確認します。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、山内課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

総合政策課、山内です。 

令和６年度の計画値として一日当たり40

人ということになっております。 

以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

今のモビリティのことなんですけど、こ

れは１か月でやろうと思ったのか、計画段階

で。どのような形でやろうと思ったんですか。 

○委員長（秋元美智子君） 

今回１か月だけども、計画値のところ。 
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お答えどなたにお願いしたらいいのかな。 

はい、山内課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

はい。総合政策課、山内です。 

当初ＡＩオンデマンドバスにつきまして

は阪急バスと京都交通と協議している中で、

ちょっと本来であれば秋口ぐらいからやりた

かったところが、ちょっと協議も整わなかっ

たので、今回、許可を取ったり準備作業に２

か月３か月ほどかかりますので、こういった

３月の１か月っていうことの実証実験になっ

たということでございます。 

以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

わざわざ26人を40人にするっていう形な

んで、最初から１か月ではないのはわかって

るんですけども、何かイベントをしたりして

やろうとしていたのか、そこです。 

その計画段階で26人を40にするような計

画を立ててたんじゃないんですか。１か月じ

ゃなくて。 

○委員長（秋元美智子君） 

増やす働きかけね。 

はい、山内課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

総合政策課、山内です。 

計画値なんですけれども、令和４年度の

事業をするときに、令和４年、令和５年、令

和６年の計画値を設定しますので、令和４年

のときにこういった一日当たり40人っていう

ようなだんだん増えていくというか、利用し

てもらうというような形のＫＰＩを最初に設

定された数値かなと思っております。 

それを利用するためのイベントをすると

かっていうところまでそのときに考えてはっ

たのかどうかちょっと私はちょっとわからな

いんですけれども、一応この令和６年の計画

値入れさせていただいておりますのは、令和

４年度に事業をするときに国に報告している

ＫＰＩの数字をもとに入れさせていただいて

おりますので、現状とちょっと変わってきて

いるところがあるかなと思っております。 

以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

確認します。 

年々こういうふうに次はっていうんじゃ

なくて、出だしのときから３年後はこうなり

ます、しますという計画値ってことですねこ

れ。 

 わかりました。だけどその前の二つは実績

ですね。実績が入ってるってことですね。 

よろしいですかそれで。 

はい、山内課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

はい。総合政策課、山内です。 

Ｒ４実績、Ｒ５実績は国のほうに報告さ

せていただいてる数値をそのまま入れており

ます。Ｒ６の計画値につきましては令和４年

度当初事業するときに設定した数値となって

おります。 

以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

そういうことです。 

はい、吉田委員。 

○委員（吉田正子君） 

先ほど26人。これ令和５年度の実績が26

人と言ってるけども、最初に４年にもう決め

てしまったので、40名を計画値としたわけで

す。 

普通やったら、26やったから今度はちょ

っと下げてということにはならなかったんで

しょうか。 

○委員長（秋元美智子君） 

これは変えられないもんだね。 

はい、山内課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 
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はい。総合政策課、山内です。 

この令和６年の計画値を令和６年度の事

業に見合った数値、目標値としてはどうかと

いうことだと思うんですけれども、こちら表

で入れさせていただく段階では令和４年度国

に報告してるＫＰＩをとらないというところ

もありましたので、その令和６年度計画値ど

うなっているかというところで、この表、作

成で示させていただいております。 

以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

ということは今回はこの１か月間で一日

何人にしようという計画はないのかな。とい

う理解でよろしいですか。 

まあね、結果だから検証だからね、それ

はまだ出てませんってのはわかりますけども。 

そう理解させてもらいます。 

はい、ほかございますでしょうか。 

ほかなければ、次の資料に入りたいです

が。 

はい、高木副町長。 

○副町長（高木 仁君） 

先ほどのテレビプッシュの件なんですけ

ど、ちょっと私の勘違い思い過ごしでござい

ました。 

こちらのほうからデータが何か先ほど議

長がおっしゃったようにYahooのように検索

したから自動的にっていうわけじゃございま

せんでして、私が前回御説明したのはアンケ

ートの結果に基づくものでございまして、そ

のときに、どういう情報をよく御覧なられま

したかっていうのであったり満足度であった

り、災害時の情報の取得手段は何ですか、こ

ういったことをいろいろ項目ごとにお聞きし

たものでございます。 

ちなみに防災情報というのは、約半分の

方が御利用なさっておられたといったことが

ございました。 

以上でございます。 

○委員長（秋元美智子君） 

よろしいですか。はい。 

この資料に関しまして後半、今後どうな

るかっていうとこだけ調べてください。 

子育てのが使えるのかどうかとか、費用

が必要なのかどうか。使うんだったら費用は

必要ない幾らだとか。 

そういったことも、後でまた、後日報告

いただきたいと思います。 

ほか、よろしいですかこれで。 

この表に関しましては。はい。 

次に、隣のルーターの設置場所。それと

その次に、２枚の資料があります。 

この説明をお願いいたします。 

はい、山内課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

はい。総合政策課、山内です。 

令和７年度当初予算の特別委員会のとき

に、ルーターの設置場所等を地図で示してほ

しいということで作らせていただいた資料に

なります。 

先ほどのSideBooksのフォルダの中にルー

ター設置一覧とルーター設置予定箇所とござ

いますので、その資料を御覧ください。 

座って説明させていただきます。 

ルーター設置一覧につきましては現在80

台の検知器を設置しております。こちらのほ

う各小学校区のほうに分けて示させていただ

いております。 

あともう一つのほうの資料、見守りルー

ターの新規設置予定箇所になります。otta見

守りルーター配置予定図となっております。 

上のほうが一番上が西地区の地図になっ

ておりまして、５箇所を予定しております。 

新光風台の自治会館から一庫ダムに抜け

るところの道路上に、Ｓ字カーブのところに

なるのかちょっとまだ詳しい場所未定ですけ

れどもそちらのほうに１箇所と、あと477号

から能勢町、川西市に抜けるところの町境の
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ところに設置する予定と、あと真ん中のほう

の図につきましては東地区の図になりまして、

切畑のほうから茨木のほうに抜ける道のとこ

ろに１箇所、あと希望ケ丘のほうから茨木市

のほうに抜けるところに１箇所と、あと一番

下の図につきましては野間口のところの妙見

のほうですね、能勢町のほうに抜ける道路上

に１箇所というところで合計５箇所、今のと

ころ予定をしております。 

以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、ありがとうございます。 

この資料についての質問、受けたいと思

います。 

はい、吉田委員。 

○委員（吉田正子君） 

お聞きします。光風台小学校のとこら辺

なんですけど、大和と光風台の間のところの

ほうはどこのどこに、あそこら辺に行ってし

まういうことがあるんですけども、これだっ

たらどれに当たるんでしょうか。 

大和との境、歩いて行けますでしょ。あ

そこはなかったんでしょうか。 

○委員長（秋元美智子君） 

場所はわかりますよね。 

はい、山内課長 

○総合政策課長（山内 拓君） 

総合政策課、山内です。 

この一覧、80箇所の一覧にはちょっと表

示ができておりませんで、こちらのほうは車

等で新規で設置するときは車等での連れ去り

をちょっと想定しておりましたので、歩いて

っていうところまではちょっと想定をしてな

かったので、今のところ光風台の小学校区の

ところ、そこの抜ける道のところについては

設置ができていない状況になっております。 

以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

私のほうから質問なんですけど、この80

台という数はどこから出てきた数ですか。 

こう見ても、例えば光風台だったら、イ

ズミヤのすぐ隣の光風台自治会館だったらあ

まりにも近過ぎるしね。今言った吉田委員が

言った場所ってのはちょっと必要かなと思っ

てるけどないと。 

もともと戻ってこの80台、この狭い、狭

いって変な言い方ですけど、80台っていうそ

の想定した数というのは、これは町じゃなく

て、もともと請け負った関係のところから出

てきてるのかな。 

町が出した数じゃないかどうかです。 

はい、山内課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

総合政策課、山内です。 

先ほどのＫＰＩのところにもなるかなと

思うんですけれども、毎年何台か設置してい

きますというようなＫＰＩを設置しておりま

す。 

ここの80箇所になった数とか設置してい

る場所についてはちょっと、なぜここになっ

たのかっていうところまではわからないんで

すが、検知器を設置するときにはコンセント

を挿してもらって、検知器のデータというか

Bluetoothの電波が行くような範囲になりま

すので、通学路のところで、そういった協力

していただけるような事業所とか公共施設に

対して、依頼をしまして設置していただいて

いるっていうところでこういった箇所になっ

たのかなと思っております。 

以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

あまりにも近すぎるのは、無理やり付け

たような感じがするし。そういったところの

引継ぎ事項はないんですね。 

ないということですね。はい。 

ないですね。はい。 

ほかございますでしょうか、この件に関

して。 
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はい、永谷副委員長。 

○副委員長（永谷幸弘君） 

永谷です。 

確認ですけども、令和８年４月から義務

教育学校が開校するんですけれども、それに

伴ってここでは光風台小学校とか吉川小学校、

東能勢小学校が公共施設再編云々で変わると

思うんですけども、これずっともうそのまま

の状態で、存置するということでよろしいん

でしょうか。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、山内課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

総合政策課、山内です。 

今のところこういった今80箇所付けてる

ルーターはそのまま利用するような予定で考

えております。 

以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

ほかございますか。 

ルーターの電気代って大したことないの

かな。大したことないね、きっと。 

はい、お願いします。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

はい。総合政策課、山内です。 

事業所のほうからコンセント挿したルー

ターについては月当たり数十円というような

形で聞いております。１か月数十円というふ

うに聞いております。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

今までは豊能町の安全の面から見守りの

体制であったりとか高齢者の徘回を予防する

ためのそういったマップなりは作ってなかっ

たんですけど、こういうのを始めたことをき

っかけに、どういうところにどういうリスク

があるかとか、そういうようなマップなんか

を作ったうえで、こういうのを見直すってい

う計画はあるんでしょうか。 

○委員長（秋元美智子君） 

今後ですね、はい。 

はい、山内課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

はい。総合政策課、山内です。 

この見守りの事業を行うときに御意見い

ただいておりますのが、豊能町内でタグのほ

うが普及できないのはやっぱり安全な町って

いうところがあって、保護者もそんなに必要

としてないんじゃないかっていうような御意

見をいただいておりました。 

豊能町で今必要なのは豊能町外から連れ

去られたときにこういったものを使うとか、

あと高齢の方とかに対してタグを持ってもら

うというところが有効じゃないかというとこ

ろで高齢者に対してもタグを配る予定をして

おりますので、そういったものを、今までで

したらこういったタグがありますよというよ

うな保護者に対してのチラシでありましたけ

れども、今後こういった連れ去りに対しても

こういった５箇所とか、県、町境のところに

こういうルーターが設置してありますという

ようなところも含めて、保護者のほうと周知

していければ、タグの配布にも繋がるかなと

考えますので、チラシのほうでちょっと何か

対応できないか、業者と話していきたいと思

います。 

以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

やっぱりまずは豊能町としての安全なマ

ップっていうところを作っていかないと駄目

ですよね。 

それに基づいて、こういうのが、ここは

危険だからここは集中的に反応するようにル

ーターが設置されてますよとか。そういった

ものをベースに、色んなところにルーターを
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置くんだったらいいんですけど、多分この事

業は取りあえず置きましょうから始まってる

んで、もうやたらめったら置けるところは全

部置いてるような感じですよね。 

ちょっと聞きたいのはそういったことで

これから新規事業で始めるのは、町外に出る

ところに置くっていうのはすごいいいことだ

と思うんですけど、いろいろほかにもそうい

うところの道っていうのは細かくあるんです

けど、ここに置いてる、80箇所を外してそう

いうところに集中的に置くとか、移動させる

とか、そういうことは可能なんですか。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、山内課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

総合政策課、山内です。 

この80箇所のルーターの設置箇所につい

ては固定ではないので、コンセントを抜いて

挿して設置はできますので、移動ができる状

態にはなっていますので、もしここの箇所の

ほうもうちょっと手厚くというか、見守りし

ていかないといけないようなところに、そう

いった事業所が個人宅にもなるんかもしれな

いですけれども、そういうルーターをコンセ

ントで挿して設置していただけるようなとこ

ろがあれば、その町から出ていくようなとこ

ろに重点的になるとか、繁華街というかスー

パーとか塾とか、そういったところにも置く

ようなことはできるかなと思っております。 

以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

ぜひとも早急にそういうのを作っていた

だきたい。それで定期的にここら辺はセンサ

ーが反応するかは確認はされているんですよ

ね。 

それで、気になるのは、どこまでカバー

しているのかがちょっと見えない。結構、道

路に面した商店であれば、多分そこを通った

道路っていうのは子どもの安全でわかるんで

すけど、これオアシスとかってなると、いや

どの道で線反応するのか、オアシス周辺の道

全部に反応するとも思えないんですけど、そ

こら辺は、どうなってるんですか。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、山内課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

総合政策課、山内です。 

この見守りルーター80箇所がもし異常が

あったりすると業者のほうに異常データとい

うか、異常の発信していますということで一

回見に行ってくださいというような連絡、町

に入りますので、そのときに事業所のところ

にルーターの状況を確認しに行くことがあり

ます。 

あと、職員のほうでタグのほう一個、業

者からもらっておりますので、それを持って

西地区に行くときであるとか、ちょっと出張

で行くときとか持って、その途中のルーター

が実際に検知しているしてないというような

確認はとっております。 

以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

それでもかなりの経費かけてるものね。 

この経費ね、お金かかってるし。はい。 

活用してもらわないと。 

ほか質問ございますでしょうか。 

これは変な言い方ですけど毎年、リース

代とかそういうのはないですよね。なかった

でしょうね。 

はい、お願いします。 

山内課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

はい。総合政策課、山内です。 

事業所のほうとは、毎年維持管理費とし

て30万かかるっていうことは聞いております

ので、このルーターの設置が増えれば、その
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分監視する時間かかりますので料金増えるか

もしれないんですけれども、今のところ、こ

の新しく５台設置する分を含めて、毎年30万

の費用でいけるということで聞いております。 

以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

これでもしも、子どもさんがちょっと帰

って来ないとかなったときに、どこを通った

とかって検索入りますよね。そういうのはま

た別の料金になるんですか。 

この30万の中に含まれる、ちょっとこの

どうなのかなと首傾げるんですが、そこでき

たらちょっと参考までにお願いいたします。 

はい、山内課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

総合政策課、山内です。 

特段もし行方不明になった方をどこで検

知したかというようなデータを出してもらう

ときに費用はかかりませんので、タグを持っ

たときに、無償版であっても有料版であって

も、一応、有料版であれば保護者の方がスマ

ホで、どこいつ通ったっていうのも検知がわ

かりますし、もし無料版使われてたら、町の

ほうに連絡が入って町のほうで、どこ最終検

知したっていうのは、何時にどこの検知を通

ったというようなことがわかりますので、そ

れは料金かからず、確認することができます。 

以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

ということはそういう形のシステム的な

ものがあるのかな、町に。 

どうなってんのかな。 

はい、お願いいたします。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

総合政策課、山内です。 

このサイトに行って利用してる事業所の

専用のところに入って、豊能町の管理者権限

のパスワードを入れてそういうのが見れると

いうようなことになっております。 

以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

これシステムとかを更新なりするときに

我々こっち側の負担は特にないということで

いいんですよね。 

それとあとルーターも機械ですから、そ

れが維持管理は30万ですけど、例えば壊れま

したっていうのが一気に、耐用年数があって

そんときになったら一気に80台交換しなけれ

ばいけませんみたいなことはないという理解

でいいですか。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、山内課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

はい。総合政策課、山内です。 

今この設置している検知機については大

体６年から７年が耐用年数というふうに業者

から聞いておりまして、それを町の事業とし

てやっていって入れ替えるのであれば、入替

のときには費用が発生するというふうに聞い

ております。 

以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

そのほかで、スマートシティ事業全体の

中で、何か。 

はい、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

このモビリティ、ハニタスのことなんで

すけれど、先日、ハニタスに遭遇して、また

トヨタモビリティ新大阪の広告が付いている

んですが、宝塚で走っていたときは、トヨタ

モビリティ新大阪が付いていなかったんです。 

わざわざ一旦外したのにまた付けたのと、

とよのんがまだまだ小っこいんですけども、

これは言うていただけなかったんですか。 

もう３回ぐらい、特別委員会ではこのこ

とを言っているんですけども、言っていただ
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けなかったんですか。 

○委員長（秋元美智子君） 

今の二つあります。 

一つはいつまでたってもとよのんが小っ

ちゃい。それともう一つはモビリティ、トヨ

タモビリティが、なぜか宝塚にはあれが付い

てないと。豊能町には付いて、どういうこと

かなと。 

というか、そのことは御存じでした。ト

ヨタモビリティのこと。 

はい、副町長お願いします。 

○副町長（高木 仁君） 

ハニタスを３月から走らせていただいて

おります。 

新大阪モビリティのステッカーですか。 

そのマークが宝塚のときには付いてなく

って、また今回ある。それを付け替えたとい

うことはちょっと我々も宝塚のときの状況が

よく把握できなかったので、もうちょっと申

し訳ないですがそこちょっと十分把握できて

おりませんでした。そのうえでまた改めて阪

急バスのほうには確認させていただきますけ

ども、以前からこのスマートシティ特別委員

会でも、ハニタスの車両をどういうふうな経

過で購入したのかっていうところで、我々の

ほうも新大阪モビリティのほうに、阪急バス

のほうが協力を依頼してということで申し上

げてきておったかと思います。 

そこのところの阪急バスと新大阪モビリ

ティとの関係がどういうことなのかというと

ころも含めましてちょっとこちらのほうで確

認させていただきたいと思います。 

あと、とよのんのステッカーですかね、

その形質っていうんですか、そこんところは

令和５年度と比べても小さいということでし

ょうか。そこもちょっとまた改めて阪急バス

のほうに確認させていただきたいと思います。 

よろしくお願いいたします。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

取った、モビリティ新大阪のステッカー

をまた貼り替えるっていう意味がわからない

んです。この広告料いただいてらっしゃるの

か、自動車買うときにまけてもらったのか。 

その辺りはどうですか。 

○委員長（秋元美智子君） 

高木副町長。 

○副町長（高木 仁君） 

そこんところの確認というのは我々もこ

れスマートシティ特別委員会で以前にもいろ

いろ御意見、いただいてきたところでござい

まして、それは阪急バスのほうにも確認をし

ておるんですが、というかＣＳＰＦＣのほう

にも確認をさしていただいておりますが、そ

このところが、どういう契約だったのかとい

うところはちょっとこちらでも確認ができな

いというところで、これまでも申し上げてお

りまして、また改めて確認のほうはさせてい

ただきますけども、今そういう状況であると

いうところで御理解いただきたいと思います。 

○委員長（秋元美智子君） 

それは時間が経てば確認できると受け取

っていいですか。 

高木副町長。 

○副町長（高木 仁君） 

はい。そこのところは我々ＣＳＰＦＣと

委託契約を結びましてＣＳＰＦＣにお金のほ

う払っております。 

そっから先のですねそのお金の流れとい

うのが十分わからないというところでこれま

でも説明してまいりまして、企業間同士のお

話でございますので、我々がどこまでそこに

踏み込めるのかというところは、これまでも

申し上げておりますように力足らずというん

ですかね、そこはちょっと企業同士の話では

ございますので、いかんともしがたいという

ところもあるかと思います。 
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そういったところで御理解いただきたい

ということでこれまでも御説明してきたとこ

ろでございます。 

ＣＳＰＦＣからですね阪急バスにどうい

う経過で800万円ということでお金が流れて

いったたのかということについては確認はで

きておりませんので、これからまた確認とる

ということで申し上げておりますけども、な

かなか難しいということで御理解いただきた

いと思います。 

○委員長（秋元美智子君） 

次も同じように特別委員会を開いてまた

先に延びていくって、いつまで経ってもそう

いう状況も困るんで、進めていただきたいと

思うし。 

じゃあ阪急に対しては三つかな。 

とよのんがなぜ小っちゃいのかいという

のと、もう１個モビリティの広告と、それと

購入時の話ね。この３点は確認してください。 

もう１点、この購入どっち、阪急のか豊

能町のかっていうのは、これ、おおもとのモ

ビリティ、要するにトヨタ売った販売先に確

認することは無理なんですか。 

はい、高木副町長。 

○副町長（高木 仁君） 

この間の車両の扱いがどうだったのかと

いうところで、宝塚にハニタスが走ったとい

うことを契機にですね、我々のほうも、議会

のほうから厳しい御意見いただきまして、改

めて整理させていただきますということで今

阪急バスと協議をしているところでございま

して、この件についてはこの間、議会のほう

にも御説明をしてきたところでございます。 

もともとこの車両どういう扱いであった

のかということについてもこのスマートシテ

ィ特別委員会のほうでもいろいろ御説明をさ

せていただいたところでございます。 

繰り返しになりますけどもこれ我々がＡ

Ｉオンデマンドバスを実証運行するというと

ころで、その環境整備をするというところが

あって、バスの手配をＣＳＰＦＣのほうにお

願いしたというところが始まりでございまし

て、その後、阪急バスのほうが新大阪モビリ

ティのほうにお願いをしてっていうんですか

ね、そこのところからハニタスの車両４台を

調達をしたというところまでは確認というか

そういう流れであったということを御説明し

てきたところでございますが、そのときの車

両の所有の意思ですね、それが阪急バスなの

か豊能町なのかというところが十分確認でき

ておらなかったというところが我々反省すべ

きであったというふうに思っております。 

改めて整理をさせていただいて、来年度

以降は豊能町のものというところで今協議の

ほうを進めさせていただいているところでご

ざいます。 

当初のバスの取扱いについて改めて十分、

そこの調整ができておらずにですね、そのま

まこの事業を進めておったというところは反

省すべきであったというふうに思っておりま

す。 

今後、来年度以降ですね、ハニタスをど

うするのかというところも含めまして、改め

て、阪急バスと協議が調いまして、調いまし

たらまた改めて議会のほうにも御報告させて

いただきたいと思います。 

よろしくお願いいたします。 

○委員長（秋元美智子君） 

ごめんなさい、確認しますが、バスを手

配したのは阪急バスですか。ＣＳＰＦＣから

頼まれて。今そういうふうな説明聞こえたん

ですけども、 

○副町長（高木 仁君） 

車両のですね、まずＣＳＰＦＣのほうに

我々は800万円をお支払いして、車両調達し

てほしいという多分お願いをしておったと。 

阪急バスのほうが、それを受けてバスを

用意したという流れだと思います。 
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それを、ＯＳＰＦのほうに加入している

新大阪モビリティっていうかトヨタですね、

のほうに阪急バスのほうがお願いして、車両

のほうを用意したと、こういう流れだと思っ

ております。 

○委員長（秋元美智子君） 

どうしてそれが阪急は自分のものだとい

うふうな話になってしまうのかな。 

当然800万は、豊能町の委託料から出てる

し。 

はい、お願いします。 

○副町長（高木 仁君） 

単に車両を購入するということでですね、

我々がＣＳＰＦＣのほうにお願いしてという

ことであれば、その車両は我々のものという

ふうになるんですがこれ委託料で払っており

まして、何を委託しているのかというと実証

運行するというところを委託しております。

なので、そこのところがちょっとバスの単に

購入するというところと、性質性格っていう

んですかね、違うのかなというふうに思って

おりまして、それで阪急バスのほうも、阪急

バスのほうがそのお金を用意されたそのお金

を利用してですね、新大阪モビリティのほう

からバスを調達したというところがございま

すので、阪急バスとすれば一定それは我々が

調達したじゃないかという認識を持たれてお

ったのかなというふうには思っております。 

○委員長（秋元美智子君） 

もう１点。当然そこの保険っていうのは

阪急バスがずっと払ってたってことですね。 

豊能町じゃなくて。車両保険。 

はい、お願いします。 

高木副町長。 

○副町長（高木 仁君） 

この間、ハニタス走らしてきているとこ

ろの車検代ですとか保険料というのは阪急の

ほうが負担してきているというところがござ

います。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、どうぞ。 

はい、吉田委員。 

○委員（吉田正子君） 

お尋ねしますけども、車のあれ、足場は

あとで付けた分はあれは豊能町が出したんで

しょうか、それとも阪急さんが出したんでし

ょうか。 

ステップステップ。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、高木副町長。 

○副町長（高木 仁君） 

ステップにつきましては、２台が付いて

て２台が付いてないというお話でございまし

て、それを中古車のほうにあと付けしてると

いうところがございます。 

それについては、令和４年度にですね、

協議会をつくりまして、それが運行主体とな

って走らしてる、京都タクシーと阪急バスと

豊能町の三者協議会ということでございまし

て。その際に豊能町のほうもそのときに補助

金出してますけれども大阪府のほうからも補

助金を出しておりまして、そのお金でバスを

運行しておりました。 

そのお金の中でステップっていうのも改

良しているというとこでございます。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、吉田委員。 

○委員（吉田正子君） 

今修理に当たるときに、正規品じゃなか

ったらなかなかやってもらわれへんねんけど

も、あれはトヨタの正規品でしたでしょうか

お尋ねしたい。 

修理に対してもすごく会社も厳しくなっ

ているのでそこら辺のところをちょっとお尋

ねします。 

○委員長（秋元美智子君） 

浅海理事。 

○総務部理事（浅海 毅君） 
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総務部、浅海でございます。 

ステップがですね、正規のものかどうか

という、すぐ今ちょっと確認はとれませんが、

確かにおっしゃるようにですね、そういった

パーツ類ですね、純正のものであればという

こともあるんでしょうけれども、ちょっと今

そこは、確認ができません。 

ただ、もしそうでない場合でもですね、

どうしてもやっぱり不具合が起きたときとか、

そういう場合があれば、できる限りの手段を

使ってですね、修繕のほうはしていく必要が

あるのかなというふうに考えます。 

○委員長（秋元美智子君） 

ほかございますか。 

はい、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

前は阪急バスって書いてあったんですけ

ど今度はちゃんと京都タクシーって書いてあ

るんですね。12月議会でこれを走らせるとき

に、緑ナンバーに変えるとあったんですけど、

まだ白ナンバーなんです。 

兵庫県で走ってたときも、白ナンバーな

んですけど、これはこれで正しい運行なんで

すか。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、浅海理事。 

○総務部理事（浅海 毅君） 

総務部、浅海です。 

今管野委員、御覧なられてる写真はどの

時点でのどこの写真か。 

ちょっと、御教示願います。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

３月７日の１時頃の写真です。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、山内課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

総合政策課、山内です。 

車両今回２台、予備車と走ってる車とあ

るので、それがもし予備車であれば白ナンバ

ーのままになってるかもしれないんですけれ

ども、ちょっとそこはちょっと確認をさせて

いただきたいと思います。 

○委員長（秋元美智子君） 

12月議会でナンバーを変えるからって予

算が入ってたんですね、青ナンバーに。 

でも実際、今管野委員が言ったのは白ナ

ンバーっていうことで質問したら、２台は青

っていうかグリーン、１台は予備は白、可能

性があるっていうことでおっしゃったですか。 

答弁お願いします。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

はい。総合政策課、山内です。 

秋元委員長おっしゃるとおりで、実際に

走行しているのが緑ナンバーで、予備車は白

ナンバーという可能性がありますので、ちょ

っとそこは確認をさせていただきたいと思い

ます。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい。 

○委員（管野英美子君） 

ずっと01ナンバーの車は白ナンバーで、

02ナンバーの車走っているのを見たことがあ

りません。 

○委員長（秋元美智子君） 

３台まで出るってことはちょっとどうか

なっていうこと。 

はい、浅海理事。 

○総務部理事（浅海 毅君） 

総務部、浅海です。 

今管野委員おっしゃっられてたようにで

すね、ちょっと私も初日、運行したときにで

すね、そんときにちょっと確認をしておりま

す。 

その中では確かに白ナンバーで、今ちょ

っと私も見ておりますので、ちょっとそこは

もう一度確認をさせていただきたいと思いま
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す。 

○委員長（秋元美智子君） 

これは早急にお願いします。 

はい、山内課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

総合政策課、山内です。 

ちょっと今担当確認していただきまして、

１号車のほう、見た目は白ナンバーで多分枠

が緑枠をされてると思うんですけども、それ

が緑ナンバーの今の万博専用のなんかナンバ

ーみたいで、そういったところでちょっと白

に見えてるのかもしれません。 

以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

ちょっとどうなってんのかな。いや、予

算を上げました、こうしますって発言しまし

た、それを使ってやります、確認はすぐに明

確にそれは言えないと駄目なんです。 

建設でも何か工事をしました、建設はお

金がかかるし、目に見えるから安全もあるか

ら、細かく何段階も分かれてやりますよね。 

何でこんな状況になる。もうそれはもう

本当にやる気がないからしようがないのかも

しれないけど、誰もやりたいと思ってないか

らね。しょうがないのかもしれないけどせめ

て一応予算取りをしてこういうふうに説明、

答弁をしたものに関しては、それがちゃんと

できてるか。それがちゃんと説明したとおり

になっているかというのはチェックをしてや

らないと、それでここでした時はそうなって

ますって断言できるような形でないと、駄目

ですよそれは。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、お願いします。 

確認しますけど、緑ナンバーってぴった

り緑じゃなくて周りのふちが緑で緑ナンバー

というふうな変わったんですか。 

そういうことをおっしゃってるのかな。 

はい、浅海理事。 

○総務部理事（浅海 毅君） 

総務部、浅海です。 

大変失礼いたしました。 

この緑ナンバーですけれども、大阪・関

西万博のこの特別仕様のナンバープレートと

いうことで、事業用の登録者ということで、

中は白と万博のこの赤もあしらわれてるんで

すけれども、そのふちのところが緑というと

ころで、その分が事業用の登録者ということ

の緑ナンバーということでございます。 

大変失礼いたしました。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、わかりました。 

ほか質問ございますでしょうか。 

はい、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

阪急バスと書いてあったのに京都タクシ

ーと書き換えているんですよね。 

今後もこういう形で走らせようとしてい

るんですか。 

また、阪急バスが走るときは書き換える

ということですか。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、答弁お願いします。 

はい、浅海理事。 

○総務部理事（浅海 毅君） 

総務部、浅海です。 

今回はですね、運行につきましては、阪

急バスではなくて京都タクシーのみの運行と

いうことでそこの表記については京都タクシ

ーという表記に変えているということでござ

います。 

今後につきましてはどのような形でする

かというのは全く未定でございますけれども、

今回はそのような表記にしたということでご

ざいます。 

○委員長（秋元美智子君） 
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はい、ほかございますか。 

よろしいですか。 

はい、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

全体のお金のことなんですけれど、今住

民訴訟で７月３日に判決が出るということを

漏れ伺いましたが、この後のスケジュールっ

ていうんですか私の一般質問の中では、ＫＰ

Ｉの検証終わってから、どうするかっていう

答弁いただきましたけれど、その予定でよろ

しいですか。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、高木副町長。 

○副町長（高木 仁君） 

今、住民の皆様から訴えられております

住民訴訟につきましては、先週第５回の口頭

弁論が終わりました。 

その際には、期間とかで却下ってできな

いのかというところ我々の代理人のほうが申

しておりまして、その判断について一定、次

回にお示しされるのかなというところがござ

います。 

その判断でもしそのまま却下すべきでは

ないだろうということであれば、そっから本

案審理が訴訟の中の本当の中身について、裁

判所のほうでいろいろ判断されていくという

ことなっているものでございます。 

もう一方のほうで我々気にしております

のが、企業版ふるさと納税が入ってきてない

という部分がございます。 

この件についてはまた別に、我々のほう

で今検討させていただいてるというところで

ございます。 

○委員長（秋元美智子君） 

議会からもお願いしていることですので、

よろしくお願いします。 

ほかございますでしょうか。 

なければ、委員会を閉じたいと思います

が、よろしいですか。 

はい。行政の方には、さっきお願いしま

した、表のあとの今後のことと、それから、

阪急に対するとよのんの大きさとかね、それ

からトヨタモビリティの看板、看板っていう

のかな、シールはなぜ宝塚ではなかったのか

とか、ちょっとそういったことも調べていた

だくってことで、次回、その答えを持ってい

ただきますようお願いいたします。 

また委員会を開いて返事をいただきたい

と思います。 

よろしいですか、それで。 

はい、お願いします。 

行政のお答え次第で、委員会はいつ開く

かが決まりますので、お願いいたします。 

では、これをもって閉会したいと思いま

すが、異議ございませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、異議なしと認めます。 

よって本委員会を閉会することに決定い

たしました。 

これをもって第９回スマートシティ特別

委員会を閉会いたします。 

本日はお忙しいとこありがとうございま

した。 

お世話さまでした。 

 

午前10時50分 開会 
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